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The purpose of this study is 10 investigate the seismic performance of existing reinforced concrete columns designed by old 
code. Six full scaled columns with different aspect ratio and the configuration of lateral reinforeement were eonstructed and 

tcslcd under cyclie lateral loading. The shear test units with diffcrcnt configuration of lateral reinforccmcnt showed no 

di!Tercncc in failure mode. The nexure test units with different conliguration of lateral reinforcement showed different 

available ductility. 
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1.はじめに

阪神 ・淡路）＄製災以降，当社は鉄道商架柏柱(/)耐姦補

強を順次進めているところである．既設在架橋柱の耐煤

診断9ません断耐力比を指椋としているが，iif鉄筋凪の少

ない中問部を有する柱部材では，同じ陀筋条件であって

もせん断スバン比によっては，せん浙破埃と判)j虹’される

ことがある．また，建設年1虻が比較的古い,n届i'jl! I)に準
拠した既設高架橋の中には，現行の迅準 2) （以下 RC憐

祁i)とは俯鉄筋の鉄筋凡，配四1111脱および形状寸法など

といった横拘束鉄筋の仕様について相違するものがある．

そこで本研 究では，柱中間部で帯鉄筋を減少させた柱

試黎体を用いて， せん断スパン比および術鉄筋(/)フック

形状を変化させた正角交番載荷を行い，既設森架橋柱の

破版性状の把掘を拭みた．

2.実験概要

衣 1に試験体の諸元と各耐）Jの算定値を示す．各耐力

は表2,3に示す材料試験結果を使用し，安全係数を 1.0

表 2 材料試験結果 （コンクリ ー ト）

試験体
圧縮強度 弾性係数
N／呻 2 kN/nm2 

A-1 33.6 22. 1 

AB--2 1 
34.8 2 4, 5 
26. 9 21. 5 

8-2 29.0 28 8 
B-3 28.6 29. 1 
8-4 29.5 27. 4 

表 3 材料試験結果（鉄筋）

鉄筋の種類降N伏呼
引張強度 降伏ひずみ ヤング係数
N 11'1!12 μ kN 11111' 

S0345-025 
392 589 2080 192 

IO 
388 588 2070 191 

SR235-</J9 363 471 1780 203 
如C遍ー`

SD295A-D16 374 542 1980 191 

表 1 試験体諸フしおよび耐ノJ勾：定値

断面寸法 せん断 酬 h后1、昏郡 帯鉄筋 曲げ臣力 中間部せん断耐力 基部せん断耐力

荻験体 幅 高さ スパン比
規格ー径一本数 規格ー径ー間隔（中間部） フック形状

V叩 Vy, 
V雨v力t/V比m 

Vy, 耐力比

1旱750 
nn a/0 kN kN kN Vv2/Vm 

す 1100 2.36 SD345-D25-26 SR235-，，，9-150 (300) 90゚ 市角 1067 553 0.52 692 0. 65 

A-2 750 1100 2. 36 S0345-D25-26 SR235ーdJ9-150 (300) 135゚ 鉛角 1070 557 0.52 697 0.65 

B-1 700 800 3 5 SD345-D29-22 S0295-016-150 (300) go• m角 668 633 0 95 948 1.42 
B-2 700 800 2. 75 SD345-D29-22 S0295-016-150 (300) 90゚ 甫角 857 641 0. 75 956 1. 11 

B-3 700 800 2. 25 SD345-D29-22 SD295-D16-150(300) 90゚ 直角 1046 640 0. 61 954 0 91 
B-4 700 800 2. 75 SD345-029-22 SD295-D16-150 (300) 135゚ 鉗角 859 643 0. 75 957 1. 12 
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写哀 1 載荷試験装悦

として RC原準に準拠して勾．出した．試験体は， A-1,

A-2, 13-1~B-4試験体の計 6体とし，各試験体はラーメ

ン商架橋柱のせん断スパンを取り出した形の文物大モデ

ルである．

図 lに試敦体形状および配筋を示す堺鉄筋の間隔お

よびフックの形状はIn恥準や古い構造物を参考とした．

帯鉄筋の間隔は， Aタイ プ試験体では基礎から 1.5m,0 

タイプ試験体では1.2mの範囲を 150mm間隔とし，中間

部ではそれぞれ 300mm とした． A•2, B•4 試験体の帯鉄
筋は鋭角フックとし，その他は直仇フック とした．鋭角

フックの余長は 6d(d:鉄筋径），直仇フックの大きさは

120mmとした．Aタイプ試黎体のせん断スパン比は2.36,

Bタイプ試験体は， 2.25~3.5とした．

Aタイ プ試験体は，術鉄筋フック）｛糾状をパラメークと

したせん断破壊クイプの試験体である． Bタイプ試験体

は，せん断スパン比および帯鉄筋フックをパラメータと

し，柱基部の1i'i鉄筋駄では曲げ破坂タイプ，柱上部の滞
鉄筋屡ではせん断破賑タイプと判定される試験体である．

3.載荷方法

写兵 1に戟荷試款装屈を示す．蔽荷試験は試験体を反

力床に固定し，油｝モジャッキで死荷取相当のー・定袖力（軸

力比 3%)を作用させた状態で．反力偲に取り付けたア

クチュエータを用いて水平）J向に正負漸Jl'll交番戟荷を行

った．

Aタイプ試験体の栽荷パターンは，部材角 Rによる l

サイクル栽荷とした． Bタイ プ試険体は，軸方向鉄筋の

降伏以降、降伏変位6yの整数倍・について 3サイクル栽
荷を行った．降伏変位oyは，軸）J向鉄筋の鉄筋初降伏
をモニタリングし、初降伏変位の正負平均値とした．

4.実験結果

表4に実験結果の一覧を示す．

4. 1 Aタイブ試験体

図 2に各試験体の水平荷重と水平変位の関係を，写真

2に各試験体の破坂状能を示す． A-1試験体は，士1/150

載荷中に斜めひび肖ljれが発生し荷堂低下を生じ，士1/100

戟荷中に斜めひび割れが大きく 1悶き栽荷を終了した．ま

た， A-2試険体も A-1試険体とほぽ同様な破壊経過とな

った．
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図 3 帯鉄筋のひずみ分布 (A-1, A-2) 

図3に断ihi尚さ中央位四で計測した幣鉄筋のひずみに

ついて，柱高さ方向の分布を示す．各試験体の帯鉄筋の

ひずみは水半荷頂の増加に伴い，せん断スパン仝域にわ

たり増大し．＋1/150栽荷中に降伏ひずみに到達した，ま

た，A-I試険体と A-2試験体の柱硲さ方向のひずみ分布

は，団様な形状を示した．軸方向鉄筋は l/150栽荷時に

降伏に至っており，破壊形態は曲げ降伏後のせん断破埃

であった．

以 1：のことから， A-1試験体と A-2試験体はほぼ同様

な破壊経過となり，楷鉄筋のフック形状の違いによる破

振性状およびせん断耐））の差はみられなかった，

(b) A-2 

4.2 Bタイプ試験体
図4～図6に各試険休の水平荷雨と水平変位の関係を，

写爽3に各試験体の破壊状態を示す． B-1試験体は士5/j

y載荷l|lに， B-2,B-3試験体は土46yの繰返 しII寺に，柱

脚部のかぶりコンクリ ー トが大きくはらみ出すとともに，

帯鉄筋の直角フックが抜出して荷蛍低下を生じた．

術鉄筋の定着を鋭角フックとした B-4試験体は，直角

フックの B-2試験体と比較して，3oyまでは同様な破壊

性状を示したが荷重低ドを生じたのは土56 yの繰返し

時であり， B2試験（本より変形性能は優れていた．これ

雪紐
B・2 

2.75 

90° 

最終破坂状況

.... l 

ロ(Bタイプ試験体）
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区16 水平荷煎と水平変位の伐j係 (U-3)

ほ，1白：fり フックよりも鋭佑フックの）jが幣鉄筋(l)拘束効

果が高いこ(:をぶ してし1る．

図 7}こ析而高さ中央位紺で計測した梢鉄筋のひずみに

ついて，柱高さ力向の分布を示す．水半荷正の増加に伴

い傑筋益の少ない中1iij部(/)ひずみが先行 して増大し， 2

f,y(l)戟荷中に降伏ひずみに到逹した．その後，迎I生ヒ
ンジ立II(/)ひずみが増加して，4t) y II寺に降伏した．迎性ヒ

ンジ在II(/)ひずみは、 B•4 試験体の方が人きい値を示し，
鋭角フック(1)拘束効果が泊jいこと を示唆している．

中問部の·：li•鉄筋が降伏したものの．各試験体とも中即
部の斜めひび割れが大き<|}りいて荷堂低下することはな

かった．柱脚部が塑性ヒンジ化し． RC標湘による設?|

曲げ耐力に達していたことなどから，破埃形態は曲げ破

蝦であったと考えられる．

5. まとめ

木研究では， Ill基糾：に準拠した既設高架橋柱の破壊•性
状について検討した．実！検の範囲から得られた知見を以

下に示す．

． 柱のせん断耐ノJおよび曲げ耐力は，帯鉄筋のフック

形状が直角フックと鋭角フックの迄いで大きな産は

生じず， RC標部によるiiI・貸．値に述した．
柱の変形性能は，幣鉄筋のフック形状が直伯フック

より鋭角フックの）jが優れていた

木実験の試験体緒元とせん断スパン比の範間におい

て，中問部でせん断破壊すると判定された拭験体で

あっても，曲げ破埃となった
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